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動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
室
蘭
地
方

総
合
開
発
期
成
会
等
で
推
進
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
洞
爺
湖
環
境
対
策
保
全
協
議
会

当
協
議
会
は
、
昭
和
五
十
年
二

月
に
虻
田
町
、
壮
瞥
町
及
び
洞
爺

村
の
首
長
、
議
長
、
観
光
協
会
長
、

と
う
や
湖
農
業
協
同
組
合
長
、
洞

爺
湖
漁
業
協
同
組
合
長
、
い
ぶ
り

噴
火
湾
漁
業
協
同
組
合
長
を
も
っ

て
設
立
さ
れ
、
洞
爺
湖
及
び
そ
の

周
辺
地
域
に
お
け
る
環
境
を
適
正

に
保
全
す
る
た
め
の
総
合
的
な
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

諸
活
動
を
展
開
し
て
来
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
当
初
の
目
的
は

達
成
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
、
去

る
三
月
六
日
を
も
っ
て
、
解
散
を

い
た
し
ま
し
た
。

③
と
う
や
湖
ぐ
る
っ
と
一
周
線
道

路
整
備
促
進
期
成
会

当
期
成
会
は
、
平
成
七
年
十
二

月
に
虻
田
町
、
壮
瞥
町
及
び
洞
爺

村
の
首
長
、
議
会
（
議
長
、
副
議

長
、
所
管
常
任
委
員
長
及
び
副
委

員
長
）、
商
工
会
長
、
観
光
協
会
長
、

と
う
や
湖
農
業
協
同
組
合
長
、
洞

爺
湖
漁
業
協
同
組
合
（
組
合
長
及

び
副
組
合
長
）
を
も
っ
て
設
立
さ

れ
、
生
活
文
化
と
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
洞
爺
湖
一
周
道
路
の

改
良
整
備
の
促
進
に
関
し
、
要
望

活
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、「
レ
イ
ク
ト
ピ
ア
二

一
」
推
進
協
議
会
の
解
散
と
同
様

の
理
由
に
よ
り
、
来
る
三
月
二
十

六
日
を
も
っ
て
発
展
的
に
解
散
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
の
道
路
改
良
の
要

望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
室
蘭
地
方

総
合
開
発
期
成
会
等
で
引
き
続
き

活
動
の
展
開
を
図
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

▽
洞
爺
湖
町
長
職
務
執
行
者
に
つ

い
て

虻
田
郡
虻
田
町
及
び
虻
田
郡
洞

爺
村
の
配
置
分
合
に
伴
う
職
務
執

行
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い

町
長
が
選
挙
で
選
ば
れ
る
ま
で
の

間
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
一
条

の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
二
町
村

の
長
で
あ
っ
た
者
の
中
か
ら
協
議

に
よ
り
定
め
た
者
が
、
そ
の
職
務

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
協
議
が
整
い
ま
し
て
、
私

が
洞
爺
湖
町
長
職
務
執
行
者
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

▽
平
成
十
七
年
度
主
要
事
業
の
発

注
状
況
に
つ
い
て

洞
爺
村
総
合
セ
ン
タ
ー
内
部
改

修
工
事
及
び
洞
爺
小
学
校
電
気
設

備
等
改
修
工
事
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

▽
平
成
十
八
年
洞
爺
村
成
人
式
に

つ
い
て

第
五
十
五
回
洞
爺
村
成
人
式
に

つ
い
て
、
成
人
の
日
前
日
の
一
月

八
日
午
後
二
時
か
ら
、
洞
爺
村
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し
ま

し
た
。

本
年
の
対
象
者
は
男
子
十
五
名

女
子
八
名
の
合
わ
せ
て
二
十
三
名

に
対
し
、
式
典
に
は
十
九
名
の
方

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
来
賓
の

方
々
や
父
母
を
前
に
、
一
人
ひ
と

り
が
近
況
報
告
や
社
会
人
と
し
て

の
決
意
・
将
来
の
夢
を
堂
々
と
述

べ
ら
れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
よ
り
激

励
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
祝
賀
会
で
は
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
や
中
学

校
時
代
の
恩
師
を
囲
ん
で
の
懇
談

や
小
学
生
・
中
学
生
時
代
の
懐
か

し
い
映
像
に
歓
声
を
上
げ
た
り
と

和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
終
了
し
ま

し
た
。

▽
平
成
十
八
年
度
洞
爺
高
等
学
校

入
学
応
募
状
況
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
洞
爺
高
等
学
校

へ
の
入
学
出
願
者
は
、
定
員
四
十

名
に
対
し
、
現
在
、
男
子
七
名
女

子
十
四
名
、
合
計
二
十
一
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。

内
、
推
薦
入
学
出
願
者
二
名
に

つ
き
ま
し
て
は
、
二
月
十
三
日
に

面
接
試
験
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

入
学
出
願
者
は
昨
年
に
比
べ
、

八
名
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

傾
向
と
し
て
胆
振
管
内
か
ら
の
出

願
者
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
ま
だ
定
員
に
達
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
三
月
二
十
七
日

よ
り
第
二
次
募
集
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
札
幌
方
面
、
胆
振
各
学
区

の
中
学
校
に
対
し
ま
し
て
、
在
学

中
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
な
ど

の
様
々
な
資
格
が
取
得
で
き
る
こ

と
を
含
め
、
洞
爺
高
校
の
特
色
を

Ｐ
Ｒ
し
、
再
度
入
学
募
集
の
働
き

か
け
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▽
小
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

各
地
域
の
皆
様
の
御
理
解
の
下

に
進
め
て
き
た
小
学
校
の
適
正
配

置
に
つ
い
て
は
、
四
校
の
小
学
校

を
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
閉
校
し
、
一
校
に
統
合
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
各
小
学
校
の
閉

校
式
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
し

た
。各

小
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
等
が

あ
り
、
閉
校
式
及
び
惜
別
の
会
等

に
は
母
校
に
寄
せ
る
多
く
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
郷
土
の
未
来
を

託
す
子
ど
も
達
の
た
め
に
統
合
小

学
校
と
し
て
「
と
う
や
小
学
校
」

を
開
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が

開
校
式
に
つ
い
て
は
、
四
月
七
日
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